































































































































































































注１： 王少丁氏は『祁県人物志　1919 ～ 2010』（山西出版集団・山西経済出版社，2011年）に掲載されたご
自身の履歴を示しながら自己紹介された。氏は山西大学外国語学部卒業の知識分子で，当地の各高校
の英語教師を歴任し，該県の「優秀教師」，「晋中地区優秀補導教師」の称号を得た人物。著作に『英
語情景対話』がある。同氏の厳父・王中先氏も教育一筋の人物で，祁県の中学校長，職業高校校長兼
書記などの重職を歴任した。父子ともに当地の名士である。また，古い家譜（家系図）を見せていた
だいたが，王少丁氏の先祖は明代に河南省方城県からこの祁県に移住してきたことが記されていた。
方城県にも王維の衣冠墓があるので，本当に王維と縁のある方と言えよう。
注２： 「王維衣冢塚維修記」の本文は以下の通り（斜線は改行を表す）。「唐代大詩人王維(699年－761年)，字
摩詰。佛教有《維摩詰經》，是其名字淵源，亦爲“詩佛” ／稱號由來。王維詩書畫皆負盛名，尤精音律，
曾任太樂丞，官至尚書右丞。王維擅長各種詩體，尤以五／言律詩和絕句著稱。其詩歌，早期富于進取
精神，情調慷慨激昂，充滿浪漫主義豪情；後期描寫田園山水景物，表達閑情逸致，宣揚佛教禪理。其
山水田園／詩，作物精細，狀寫傳神，色彩鮮明如畫，語／言清新凝練，是其藝術風格和成就的最高體
現。蘇東坡曾評曰:“味摩詰之詩，詩中有畫；觀摩詰之／畫，畫中有詩。”王維詩不僅名揚當時，更令後
世奉爲經典，《唐詩三百首》選其二十九首，可見影／響之盛。正史記載，王維爲／太原祁(今山西祁縣)
人。其父王處廉，“終汾州司馬，徙家于蒲，遂為河東人。”以此而論，王維幼時極可能生長于祁縣。下
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唐代詩人・王維の衣冠墓について
古縣村王維衣冠冢，故老相傳，存在久矣。／渠傳福 撰文 丁卯年丁未月」
注３： 衣冠墓付近の酥梨は，果実が一つ一つ赤い紙で覆われており，出荷用に大切に育てられていることが
わかる。王氏は一つ捥いで筆者に下さった（中国の農村では，他人の作物であっても一つ二つ勝手に
取って食べることは日常的なことである）。
注４： 2014年７月27日に，筆者は偃師市佃荘郷東大郊村で「辟雍碑」（278年刻）を参観した。その際，鍵を
開けてくれた村の古老が，「1958年に，ここに郭沫若が来たんだ」と自慢げに語った。郭沫若は毛沢
東の詩友。かかる著名人の来訪は，村人にとってこの上もなく誇りうる名誉なのである。
■付記１
　筆者は平成26年度前期に，安田女子大学長期海外研修員として，中国山西省の運城学院に約半年間派遣さ
れた。本稿は，運城学院河東文化研究センターにおいて訪問学者として研究を行なった成果の一部である。
　筆者の海外研修を御允許下さった安田女子大学，筆者を格別に厚遇して下さった運城学院，そして同学院
において懇篤なる御指導をいただいた万徳敬博士に対して，心より鳴謝申し上げる。
■付記２
　学術調査においては，運城学院の学生である秦江涛・徐捷の両君が同行し，筆者を幇助してくれたことを
茲に感謝する。
〔2014.　9.　25　受理〕
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